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ま え が き

英語教授研究所 はわが国の英語教育 の発展 のために,1922年 ノ・ロル ド ・

イー ・パー マ博 士(Dr・HaroldEPalmer)を 外 国語教授顧門 として招聘

し・博 士 を初代所 長 として,1923年5 .月に創立 された。研究所 は所長 を中

心 とし,新 教授法 の普及徹底 をはかるために,研 究調査 ・講演 ・著作 の出

版 ・機 関誌TheBulletinの 発 行 ・語学 レコー ドの考案 ・研 究大会 の開催

な ど縦横 の活躍 をした。

「英語教授研究所 は,そ の方針 として,英 語教授 に関す る具 体的 な画然

た る細 目を作成す るこ とを避 けているが,す べ ての合理 的教授 の基礎 とな

り,そ の鍵 ともな るべ き或 る根本的原理 の存す るこ とを常 に認 めてい る。

研究所 は従来種 々の機会 に,言 語学 ・言語研究法 ・言語心理 学 の領域 にお

けるそ の研究調査 の進 むに従い,か か る原理 に関す る見解及 び信 念 を宣言

又は決議 の形式 を以て発表 して来た。

更 に最近 の研究調査 の結果,こ れ らの原理 を一層簡 明な且 つ一層完全 な

形で発表 し得 るに至 った。 これ らの原理 は今秋第十一 回年 次大会 に提 出せ

られ,そ の承認 を求 める筈であ る。」(1)と い って,「 外 国語教授及 び学習 に

おいて遵守すべ き主要要 目を決定す る公理十条(TenAxiomsgoverning

theMainPrinciplestobeobservedintheTeachingandLearningof

ForeignLanguages一 以 下 「公理十条」 と略す一 とその説 明 を英文 と和

文 で発 表 してい る。

この公理 十条 は,昭 和9年 に福 島中学 校教諭磯尾哲夫 氏 と筆者がThe

FukushiynaPlan(2)に 新 教授法 の根本原則 の典拠 として引用 した諸家 の
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学説を」゚¥マ 博士が公理十条に整理 したものである。(3)

この公理十条に対 して国の内外から批判や意見が寄せ られたので,研 究

所内に特別委員会を設け,検 討を重ね,修 正を加えて,「 外国語教授及び

学習上の基本事項」と名称を改め,七 ヵ条にまとめ,第 十二回年次大会に

提出し,そ の承認を求めるとともに,TheBulletin第108号 に註をつけて

発表 した。

これはパーマ博士の長年にわたる外国語教授に関する調査研究の成果を

七 ヵ条に圧縮 したもので,欧 米各地における教授法のすべてを抱擁するも

のである。

この七 ヵ条には言語学及び言語心理学上の用語が使用 されているが,言

語学の用語がまだ決定していない上に,そ の定義も区々であるので理解し

に くい。パーマ博士の用語の意義を探 り,パ ーマ博士の言語観および外国

語教授法の理論を解説 し,批 評を加え,彼 の新教授法の理解に資 したい。

外国語教授及び学習上の基本事項とその解説

1.言 語には 「言語体系」 と 「言語運用」との二面あり。言語

体系 とは言語運用によりて生 じ又言語運用に与かるべき言語材料

及び言語慣習を含む言語の形体なり。言語運用 とは言語材料を言

語慣習 に従ひ思想の発表若 くは了解に用ひる人間の活動なり。

「言語体系」="code"

「言語運用」="speech"

〔註〕 言語体系とは,分 り易く説明せば語彙 と文法 とを一丸 と

せ る一国語の形体又は形骸な り。その国語 を使用 して思想の発表

若 くは了解 をなす者はその国語の言語体系 を知識 として具有せ り。

言語運用とは言語体系 を実地に使用する発表若 しくは了解の働

きにして,謂 わば言語の形骸たる言語体系に生命 を賦与する作用

な り。
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言 語材料 は例 えば辞書 に収録 される語彙 を言 う。言語 とは例 へ

ば文法書 に記 される言語材料 の用法 に関する慣習 を言 ふ。

〔解 説〕 第1条 は1α ㎎ 卿 にはlangueとparoleの 二 面があ るとい う

ソッシユ ール(deSaussure)の 理 論 に対 する研究所 の解釈 を示 した もの

で ある。

この三つ の語 の意義 を説明す ることは容 易でないが,

langage=language(oralanguage)

Zangue=language(oralanguage)ascode

paYOIe=language(oralanguage)asspeech

と考 えるのが最 もよい よ うに思 われ る。

なお神保格氏 は三つ の語 に次 のよ うな訳語 と説明 を与 えてい る。

Zangage言 語(=languageingenera1).

Zangue国 語 慣習(=alanguageasitscanonsofusage)or,more

explicitly,表 象 の体系 としての国語(=thelanguageasacodeof

symbolization).

parole発 表 了解活動(activities,expressiveorreceptive)or,more

explicitly,思 考 の道具 としての言語(=thelanguageasaninstrument

ofthought)(4)

こ れ で1覦g㎎ 軫,langue,paYOIeの 語 義 が明 かになった と思 うが,英 語

で三語 の関係 を示す と

Language=code-1-speech

Speech=language‐code

Code=language‐speech

とな る。わか りやす く説 明すれば,「 言語体系」 とは語 い と文法 とを一丸

とした一国語の形体 また は形骸 で あ り,「 言語運用 」 とは言語体系 を実地

に使用 す る発表または了解の活動 であ って,い わば言語 の形骸 である言語

体 系 に生命 を与 える作用 である。
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っぎにソッシュールの言語の本質についての考え方の理解 を深めるため

に,彼 の名著CoursdeLinguistiqueGeneraleに 説かれていることを,

本論の用語をもって摘録しよう。

「言語体系は言語とは別物である。言語体系は言語の本質的な部分であ

るが,そ の一部分に過ぎない。言語体系は言語運用の社会的所産であり,

同時にその能力の行使 を個人に許すために社会団体が採用 した必要 なる制

約の総体である。

従 って言語体系は各人の脳裡に蓄積 された印象の総和の形で,集 団の内

に存在する。それは同じ辞書 を各人が一冊ずつ所有 しているの に 似 て い

る。それ故に言語体系は彼等の一人一人が所有 し,し かもすべての人に共

通であり,各 個人の意志を離れて存在 しているところの何物かである。

言語には言語体系に対 して言語運用がある。言語体系 と言語運用の両者

の間には密接な関係があって,互 に他を予定 している。運用せ られたこと

ばが理解されるためには,言 語の体系が備わっていなければならないし,

言語の体系が活用 されるためには言語の運用によらなければな らない。歴

史的にみれば,言 語運用の事実の方が常に先立っている。概念と言語映像

との関連は言語運用の問に認めるよりほかに途はない。またわれわれが母

国語 を習得するのは他人が話すのを聞 くことによるのであって,言 語体系

が脳裡に蓄積 されるには,無 数の経験 を積まなければならない。従 って言

語慣習を涵養する言語の運用によって言語体系は成長発達する。この両者

は共存するもので,体 系は運用の道具であ りまたその所産である。」(5)

また,パ ーマ博士は言語体系 と言語運用の差を次のように説 明 し て い

る。

 9. It is affirmed by psychologists that that heterogeneous and 

complex subject vaguely alluded to under the general term "lan-

guage" is in reality two different and incommensurable subjects. 

These two subjects, although intimately bound up one with the other 
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by all designers and users of Language-Courses. Let us provisionally 

term these two subjects respectively A and B. 

 10. A may be defined  as  : The sum of the mental and physical 

activities involved when one person communicates to another (by 

gesture, articulation or by written signs) any given concept (i. e. 

thought, notion or emotion). 

 11. B The sum of the conventions adopted and systematized by 

a socialized mass of users of A in order to ensure common intel-

ligibility. 

 12. A, then, is a set of personal activities and reactions to stimuli, 

whereas B is a set of conventions, a code. A commercial code is 

not the same thing as the acts involved when transmitting a message 

by such  code  ; the code of Marine Signals is not the same thing as 

the acts involved in hoistering the  flags  ; the musical code  of notes 

and rests is not the same thing as the acts performed by the  musi-

cian ; the code represented by a Railway Time Table is not the same 

thing as the acts performed by one who travels by train. In short, 

an act (or activity) is not the same thing as the code in accordance 

with which it is executed. 

 It follows therefore that the acts of communicating thoughts by 

language is not the same thing as the language (or language-code) 

by which the acts are executed. 

13. Let us now designate A by the specific term "Speech" and B 

by the specific term "Language" remembering that from now onwards 

we shall use these terms not in the vaguer more general and more 

popular sense, but in the strict technical sense of the  definitions 

given above.
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 An English child of four years old is generally proficient in En-

glish Speech (i.e. he can generally communicate and receive success-

fully the rudimentary concepts appropriate to his age), but he has 

no conscious knowledge of that code called the English Language. 

 A foreign student of "English" may be profoundly versed in the 

niceties of that code called the English Language, and yet be most 

unproficient in those personal activities which are called English 

Speech. (6)

9.「 ラングェジ(言 語)と いう広い名で漠然 と指している,実 は異種

の要素から成る,複 雑な合成物は二つの異った調和 しないものから成るこ

とは心理学者によって確かめられたのである。

この二つのものはたがいに緊密に結合 しているけれども,学 習課程を定

めた り,使 用した りする人々はv・ずれ も二つを分離 して考えなければなら

ない。この二つのものを仮 りにA及 びBと 名づけよう。

10.Aは 次のように定義を下 してよかろう。甲が乙に対して何か自分の

考え(す なわち思想または感情)を(身 振,音 声,又 は書いた記号で)知

らせるときに起こる心 と身体 との働きの総和。

11.BはAの 使用者から成る社会がその社会のv・かなる人にもわかるよ

うに採用し組織して定まった符号の緩和。

'

12.そ れで,Aは 各個人の働きと刺激に対する反応 とであり,Bは 定ま

った符号の一群すなわちコー ド(code)で ある。しかし,商 業用暗号 と,

それによって意味を伝えるときの動作そのものとは同一物ではない。海軍

信号と旗 を振 る動作そのものとは同一物ではない。楽譜 と演奏者の動作そ

のものとは同一物ではない。汽車の時間表の符号 と,汽 車旅行者の動作そ

のものとは同一ではない。つまりは動作 と,動 作の準拠する符号 とは同マ

物ではない。それゆえに,思 想を言語で伝える時の働きと,そ り働きが準

1:
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拠する言語符号(language-code)と は 同一 でなv・とv・うことにな る。

13.さ てAに 言語運用(speech)とv・ う特殊 の名称 を与 え,Bに 言 語体

系(language)とU・ う特殊 の名称 を与 え,こ れか ら先 は この二 つの語 を漠

然 とした広い通俗的な意味 で用いずに,厳 密に上 記の定 義の意 味で使 いた

v'。

英 国の児童 は4歳 に なれば,た いてい英語 の運用(Englishspeech)に

上 達 す る(す なわ ち,年 齢相 当の平易 な意志 はた いてい巧み に伝 える)。 け

れ ども英語 の体系(theEnglishlanguage)とv・ うあの符号 の組織 ある集 り

(code)に つU・ての意識 的な知識 はなU・。

英語 を外国人が学ぶ時 には英語 の体 系 とい うあ のコー ドの細 かい点に深

く通 ず ることはで きるか もしれないが,そ れに もかかわ らずいわゆ る英 語

の運用 とい う個人的の作用 には きわめて未 熟であ るか も知れない。」

言語 に言語体系 と言語運用 の二つの面が あるこ とを,ソ ッスユール及 び

パーマ博士 を引合い に出 して大分紙面 を費 したが,こ れで言語体系 と言 語

運用 についての明快 な理解が得 られた こ とと思 う。

2。 言語材料 は 「言語表号」 よ り成 る。而 して言語表号 には聴

覚 に訴ふ る もの と視覚 に訴ふ るもの とあ り。

「言語表号」="linguisticsymbols"

〔註 〕 言語材料 の単位 は必ず し も所謂単語 のみ に限 らず。或 る

一 つの概念 を表 はす音声若 しくは記号 はすべ て之 を言語表号 と呼

ぶ。而 して言語表 号 の うち音声 に よってあ らはれた るものを音号

と呼び,音 号 を記 録せ るもの を記号 と呼ぶ。英語 の記号 を例示す

れば次の如 し。

単語("monolo9")‐cat;idea;go;in;the;oh等

複 語("Pliolo9")-upset;onlooker;goodlooking等

連 語(``collocation")-bytheway;setabout;in

spiteof等
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片語("miolo9")-d量s・;un-;re-;-er;-s;-ed等

符 号 の類("alo9")一 〔,〕 〔・・〕〔P〕 〔""〕 〔一〕等(7)

〔解 説〕 本条 は第1条 の言語材料 についての説 明 で あ る。"linguistic

symbols"と い う名称 は最初 エ ドワー ド・サ ピ イア博士(Dr .Edward

Sapir1884-1939)に よって示 され た ものであるが合理的 でか つ便利 な名

称 で ある。"linguisticsymbols"は 「言語表象 」 「言語記号」 な どとも訳 .

され ている。

言語 表号 は言語運用 の手設 として個 々の概念(concept)を 表 わす言語表

号 で,辞 書 にアル ファベ ッ ト順 にな らべ られてい る単語(word)ば か りで

な く,上 記 の 〔註〕 にあるよ うなものをも含 んでい る。

言語表号 の うち音声 に よって表現 し,聴 覚及 び発音感覚 に訴 える もの を

厂音声表号」(略 して 「音号 」)と 呼 び
,こ れを文字 に よって記録 し,視 覚

及 び書写感覚 に訴 え るもの を 「文字表号」(略 して 「字号」)と 呼ぶ。

言語表号 が文字 に よって表 わ され る ものばか りでな く,音 声 によって表

わ され る ものの二つ に分類 できるこ とを認 めるこ とは言語の科 学的研 究 の

一大進歩で あるが
,さ らに音声表号が言語材料 の本 質的な ものである こと

を理解 す るこ とが必要で ある。イ ェスペルセ ン(OttoJespersen(:・1

1943))の 次 のことばは言語の本質 を明快 に説 明 してv・る。

 "In our so-called civilized life print plays such an important part 

that educated people are apt to forget that language is primarily 

speech, i. e. chiefly conversation (dialogue), while the written (and 

printed) word is only a kind of substitute—in many ways a most 

valuable, but in other respects a poor one—for the spoken and heard 

word. Many things that have vital importance in  speech  —  stress, 

pitch, colour or the voice, thus especially those elements which give 

expression to emotions rather than to logical thinking—disappear in 

the comparatively rigid medium of writing, or are imperfectly  ren-

                             - 110 —
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dered by such means as underlining (italicizing) and punctuation. 

What is called the life of language consists in oral intercourse with 

its continual give-and-take between speaker and hearer. It should 

also be always remembered that this linguistic intercourse takes 

place not in isolated words as we see them in dictionaries, but by 

means of connected communications, chiefly in the form of sen-

tences, though not always such complete and well-arranged sentences 

as form the delight of logicians and rhetoricians." (8)

「われわれ のいわゆる文 明生活 におい ては印刷 がきわめて重要 な役割 を

果 た してい るので,教 育 ある人 々は,と もすれ ば言語 は本来話 し言葉,す

なわち主 として会話(対 話)で あ り,一 方書 かれ た語及び印刷 さ れ た 語

は,話 され,あ るい は聞 かれた語 の代用物,も ちろん多 くの点で ははなは

だ貴重 であるが,他 面 において貧弱 な代 用物 に過 ぎないこ とを忘 れが ちで

ある。話 の中で欠 くべ か らざる重要 さを持 ってい る多 くのことが ら,す な

わ ち,強 勢 ・音 調 ・声の調子,す なわち,特 に,論 理的思考 よ りもむ しろ

情緒 に表現 を与 え る諸 要素が,特 に,比 較 的融 通 のきかない筆記 とい う媒

介物のなかにおいては消えて しま うか,あ るいは下線 を施 す とか(斜 体 に

組む とか)句 読点 を施 す とかい った手段 に よって不完 全に しか表 わ されな

いので ある。言語 の生命 といわれている ものは,話 し手 と聞き手 の絶 え間

ないや りと りを伴 う口語 の交際 に依存す る。この言葉 の交 際は,わ れ われ

が辞書 に見るよ うに孤立 した語 によって行 われるのではな くて,主 として

文 の形式 を持 つ,一 といって も,そ れ は必ず しも論理学者や修辞学教師 を

喜 ばせ るような完全 な整然 とした文 とは限 らないが一 とにか く文 の形式 を

持 った連続 した伝達 に よって行 われる ものである ことを常 に忘れ てはな ら

なv・。」

なお,ヘ ン リ ・スウィー ト(tlenrySweet)は"Thesecondmainaxiom

orlivingphilologyisthatallstudyoflanguage,whethertheoretical
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orpractical,oughttobebasedonthespokenlanguage。..it垣sthe

spokenwhichistherealsourceoftheliterarylanguage."(9)「 現 代

国語 の言語学 の第二 の主要 な公理 は,あ らゆる言語研究 が,理 論 的であ る

と実用的 であ るとを問わず,話 された国語 に基礎 塗お くべ きであ るとい う

ことである。...話 された国語 こそ文語 の真 の源 であ る。」 とい ってい る。

最近 のよ うに,テ レビ ・ラジオを通 じて 口頭 に よるコミェニケー シ ョンの

多 い時代 においては,常 識 的に考 えて も,話 しことばが言語 の本質 であ る

ことが容 易に理解 され る。

上記 の 〔註 〕において英語 の 「言語材料 の単位 」 と考 えられ るものが例

示 されてい るが,こ れはまだすべての場合 を網羅 した ものではない。例 え

ばcatの 複 数 のcatsは 一sを つけた複語 と見 るべ きか,も しそ うな ら

ば,foot,pennyな どの複数 のfeet.penceは ど う考 えた らよU・か。 これ

らは今後 更 に研 究す べきこ とで ある。

3.言 語 の習得 とは所要 の言語材料及 び言語慣 習の知識 と之 を

運用 す る能力 とを具備 す ることを言 う。

従 って言語 の学 習の心理 的過程 は相 当数 の言語 表号 とその表 わ

す もの とを 「照合 一致 」せ しめ,言 語表号 よ り直 ちにその対象 を

思い浮 べ或は対象 よ りそ の言語表号 を思い浮べ得 るよ う両 者 を

「結合合体 」せ しめ,斯 くして得 たる言語材料 を言語慣習 に 従 ひ

「綜合活用」す るにあ り。

「照合 一致」="identification"

「結合合 体」="fusion"

「綜 合活用」 ・="operation"(10)

〔註 〕 「所 要 の言語材料 と言語慣 習」 と言ふは,個 人 の生活環

境等 によ りその必要 とす る言語材料 ・言語 習慣 の量及 び種類 に差

異 あれ ばな り。言語体系 の知識は,言 語 の運用 に よ りて も,又 単

に体系 の研究 によ りても,之 を会 得 し得 るも,言 語運用 の能力 は
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運用 の練習 によ りてのみ得 らるるも.のな り。

〔解 説〕 この照合 一致,結 合合体,綜 合活用 は英語教授研究所 の外 国語

教 授 の方法論であ る。

厂照合 一致 」は公理 十条 においては 『了解』 と訳 している
。 『照合'J

とは言語表号 をそれの表 わす物 に結 びつけて覚 えるこ と,す なわち言語表

号 の意 味 を知 るこ とをい うのである。沢村寅二郎氏 は照合一致 につい て大

要次 の ように説 明 してい る。

Identificationは 一 口に言 えばrあ れだな』r誰 それだな』 と真相 を突

きとめる働 きであ る。語学 で言 えば,語 ・句 ・文 章の意味 を適 確 に突 き止

めることなのであ る。肝要 なことはその英 語の意味やfeelingをimage

と して適確に喚起 す ることなのであ る。名詞 は とにか く,動 詞 となる とか

な りむずか しV'。shrugone'sshouldersは 実 際 に西洋人 がその動作 をす

るの を見 なければ適確 にidentifyで きなU・。 感情 とな るとさらにむずか

しい。例 えばannoyingは 隣 で騒 がれた りした揚合 に感ず る気持 ちである ,

が ・それ を目本語 に適確 に言U・表 す ことはむず か しv・。要す るにidentifica-

tionが 精 密で あれ ばあるだけ,求 め られる 日本語訳 は精密 でなけれ ばな

らない。

与 えられた英語 力aじゅ うぶん にidentifyで き ない場合 にはparaphrase

す るな り,絵 で示 すな りして説 明す れば,意 味 がは っき りして くる。 」(11)

「照 合一致 」の過程 は単 に言語表号 に関す る知識 を得 ることであるが
,

従 来 は これで外 国語学 習及 び教授 は完 了 した と考 えるのが,最 も普遍的 な

欠 陥の一 つであ った。

外国語 の教授及び学習上 の主要 な仕事 は言語表号 とその意味 とを照合 一

致せ しめた ものを金属 を熔接す るよ うに固 く完全 に結合せ しむ ること,す 、

なわ ち,結 合全 体せ しむ るこ とであ る。結合合体 に よって,言 語表号 を運

用 す る能力が養 われ る。照合一致 ・結合合体 の両過程 をへては じめて言語

表号 の学習 は完成 す る。結合合体 のためには同 じ語 ・句 ・文 をいろいろの
C12)
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文脈において,耳 ・口 ・目 ・耳などのすべての器官を通じて,反 復使用す

ることが必要である。単なる 「照合一致」のためには訳読法(Translation

method)も 直接教授法(Directmethod)も たいした差はなU'が ・「結合合

体」のためには直接教授法のみが効果があると考えられる。

「綜合活用」は平たくいえば習得 した言語の運用である。表現における

'「綜合活用」は口頭または文章によって思想を表現することで,理 解にお

ける 「綜合活用」は主として聞き方及び読み方である。 「綜合活用」には

「言語慣習」を扱 う文法 と,言 語表号の意義を攻究する語義学(semantics)

の研究 を必要とする。

石川林四郎氏は 「言語運用」は言語 自体の機能 にあらず して,こ れを行

ふ人間の活動なれば,各 々の個人と場合 とによって多少の差異 を含み,個

人の社会的生存の必要に伴ふ 『言語材料』の新陳代謝 と 『言語慣習』の変

遷 とにより,『 言語体系』に地理的及び歴史的変化を及ぼす。」(12)と 説

明しているように,言 語材料の新陳代謝 と言語慣習の変遷が絶えず行われ

ている。特に最近は科学技術の進歩がおびただしい新語 を生んでいる。他

方 どんどhノ廃語を生んでいる。また言語表号の表わす概念が拡張 ・分裂 ・

変動 し続けている。このために辞典はしばしば改訂される必要が生 じて く

る。言語慣習も言語材料ほどではないが,歴 史的変遷をしている。最近は

マス ・コミを中心とする情報の発達 ・普及 ・革命が言語慣習の変遷を促し

ている。その結果,言 語慣習の歴史的研究が必要になってくる。

最後に 「相当数の言語表号」とい うのは,単 に1・2の 言語表号を照合

一致し,結 合合体しただけでは,一 国語を習得 したと言えないと同時に,

その言語体系のすべてを知ることは不可能であ り,ま た不必要であるから

である。この 厂相当数の言語表号」については次の第4条 でも扱 っ て い

る。

4.言 語材料及び言語慣習には言語運用の方面より見て必要の

ものと然 らざるものとあり。
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従 って比較 的少量 の言語材料及 び言語慣習 を初 めに習得す るこ

とは言語 の学 習上極 めて肝 要な り。

〔註〕 所謂vocabularylimitation及 びtextsimplification等 を行 う

の はこの原理 に基 くもの な り。

〔解説〕 言語体系 に属す る一切 の材料 と慣 習 とはいずれ も運用 し得 るも

の であるが,そ の中には基本 的な もの とそ うでない もの,用 途 の広 い もの

とそ うでない もの,頻 度 の高い もの とそ うでない ものな どが あ る。 そ こ

で,外 国語学習者 が,学 習期 間中にどれ だけの言語材料,特 に単語 を覚 え

た らよv'か の研 究 はイー ・エル ・ソー ンダイ ク(E.L.Thorndike)(14)は

じ め多 くの内外 の学者 によって調査研 究 されてい る。パーマ博 士 もいわ ゆ

る 「 °」¥・一一マの3000語 表 」(14)を発 表 して,「 注意深 く選 ん だ3000語 は普通 の読

物 の95%を 占 めてv・る」 とい っている。エーチ ・ボ ン ガ ズ 博 士(Dr.H.

Bongers)は パ ーマのこ とばに 疑い を持 ち,ジ ョン ・ゴール ズ ワ ー ゼ ィ

〈JohnGalsworthy),バ ー ナー ド ・シ ョー(G.BernardShaw)ほ か英米 の

6人 の現代作家 について研 究 した結果パ ーマ博士 のこ とばが正 しか った こ

とを確 かめた。(16)

フ ォーセ ッ ト氏 と牧氏 は 「要す るに最高重要五百語 は 目常語 の大体五十

パ ーセ ン ト以上 を占 めるで あろ うと考 え られ る。之 に"essential"words

を加 へた千五百語乃至二千語 はその七十五 ゜-1・一一セ ン トを占む るであろ う。

之 に よって見 ればwide-rangewordsの 語 彙 が如何 なる意味 を有す る も

のた るか は自ら認 められ るのであ る。」 とい ってい る。(17)

要 す るに,1200～1500語 を もって英語 における最重要語 と見 な し て よ

い。 その意味で,現 行 中学校学習指導要領で 中学3年 間 に1100～1300語 を

履 習すべ きであ るとしてい るのは適切 であ る。

パ ーマ博士 は語V・のほかに,連 語(・8)文の構造(、g)に つV・て も基本的 な も

の を選定 し,発 表 している。現行 中学校学習指導要領 におい て も必ず履習

すべ き文型 ・語 い ・連語 をあげてい る。
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これらの研究から少数の重要な語 ・連語 ・文型を学習の初期 の段階にお

いて,照 合一致せ しめ,結 合合体せしめることは必要かつ有効な作業であ

る。こうして習得 した言語の知識と能力とを基本 として,運 用練習の問に

さらに多 くの知識 と能力を習得することが,学 習の望ましい姿である。

重要な語 ・連語 ・文型の選定の結果は当然教科書に反映する。一定の語

い ・連語 ・文型の範囲内で漸進的に程度を高めて行 く教科書を編集するこ

と,㍉また内容が教材として適当なものでも,原 文のままではむずかしい も

のを重要な語 ・連語 ・文型を用いて,平 易な現代の標準英語に書きかえる

ことが必要になる。(20)後 者の場合は一定の語いを決め,そ の語v・の範甌

でテキス トを作るのである。

5.言 語運用の能力をそれにあつかる器官により,耳 によるも

の,口 によるもの,目 によるもの,手 によるもの,の 四つに分け

て考ふ るとき,耳 及び口による運用能力は第一次的の もの に し

て,目 及び手による運用能力は第二次的なものなり。

〔註〕 「耳による運用能力」 とは音号(第 二条参照)を 弁

別,理 解する能力 を言ふ。

「口による運用能力」とは所要音号を発音 して表現する能

力を言ふ。

「目による運用能力」とは記号(第 二条註参照)を 弁別,

理解する能力を言ふ。

「手による通用能力」 とは所要の記号を書いて表現する能

力 を言ふ。

〔解説〕 本条は言語運用の能力をそのあつかる器官によ っ て4つ に分

け,さ らに4っ の うち耳及び口によるものが第一次的,目 及び手 によるも

のが第二次的と分けたもので,外 国語教授及び学習の合理的順序 を示す原

則である。

パーマ博士は,書 いた形式 と,話 し言葉の形式のどちらを先にするかに
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つ い て,次 の よ う に 述 べ て い る 。

"Theonlytrueformofspeechis
spokeエ1speech,itconstitutesthe

ユivinglanguageitself.AllIanguageswerespokenlongbeforethey

werewrittien.Orthographiesare:comparativerecentinventions,and

havenomore_claimtobeingtheessenceoflanguagethanshort-

hand.:..c21>

"Onthebasisoftheforegoingconsideratio
ns,weconcludethatit

isdesirable,ifnotessential

(a)Tolearntospeakandto.understandwhatissaidbeforelearn-

ingtoreadandtowrite.'<22)

「言 語 運 用 の 唯 一 の 真 の 形 は 話 し こ と ば で ,こ れ が,生 き た 言 語 そ の も

の で あ る 。 す べ て の 言 語 は 話 し こ と ば が で き て,ず っ と後 に書 き 記 さ れ る

よ う に な っ た の で あ る 。 つ づ り字 法 は比 較 的 近 代 の 発 明 で あ っ て,こ ん な

も の が 言 語 の 本 質 で な い こ と は,ち ょ う ど速 記 文 字 が そ う で な い の と 同 じ

で あ る 。 」

「上 述 の 考 慮 を基 礎 に し て ,次 の 諸 点 は 欠 く べ か ら ざ る も の で な く と

も,望 ま し い も の で あ る と結 論 す る 。

(a)読 み 書 き よ り前 に,話 し方 や 人 の い う の を 理 解 す る の を 学 ぶ こ と。」

ま た ク リー チ ・キ ッ ト ソ ン(CreachKittson)は"Learningtospeak

:alanguageisalways .byfartheshortest.roadtolearningtoreadit

andwriteit..Forhelanguageisspeech;andhavinggainedthe

Ipowertoexpresshimselfinspeech;theonlythingnecessary.for

thelearnerinordertoreducespeechtowritingistomakehimself

familiarwithitsorthographicalsystem.(23)「 話 す こ と を 習 う こ と が 常 に

読 む こ と及 び 書 く こ と を 習 う こ と へ の 最 短 距 離 で あ る 。 と い うの は 言 語 は

話 す こ と で あ り,話 す こ と に よ っ て 自分 の 意 志 を発 表 す る能 力 を得 た ら,

学 習 者 が 話 す こ と を 書 こ う とす る 場 合 に 必 要 な こ と は,た だ 正 字 法 の 組 織
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に精通すればよいのだか ら。」と能力の構造から話すことを習 うことから

始めるべきことを述べている。

「さて;話 し方や人のいうのを聞いて理解するには,ま ず聞かなければ

ならない。正確に聞くことは正確に模倣するための第一歩である。厂心理学

者によると,一 つの概念は何 らかの聴覚像 と分離す ることはできない。ね

ことV・う動物 を思v・出せば,必 ず英語のcatか,仏 語のchatか,独 語の

Katzeか,日 本語のネコとv・う語が聞えると想像する。あるV・はそれを声

に出してい うと想像するのである。このように,概 念と聴覚像との融合は

非常に緊密でまた自然であるから,た いていの者 には聴覚像の起ったこと

が分 らない。 しかし,実 験によれば,聴 覚像は必ず概念に伴って離れない

ことがよくわかる。われわれは何か思ったり考えた りするときは,必 ずそ

れに相当する聴覚像 を作 っているのである。

甲はその概念に相当する聴覚像を作ると同時に,それを音声にする。」(24>

このような概念と聴覚像との融合は音声表号を用いる聞き方,話 し方の

揚合ばか りでな く,文 宇表号を用いる読み方,書 き方の場合にも,そ の中

核になっていることが,心 理学によって証明されている。そこで概念と聴

覚像を結合合体することが言語学習の第一歩である。 「換言すれば一定の

量の英語 を耳に聞いて即座に了解し,ま た一定の量の英語を自由に口に発

し得 る様になることが,英 語習得上の進歩の根抵を成す。この基礎の固 ら

ない うちに築かれて行 く英語の建物は,多 くの場合,長 年月を要 した 後

も,危 ぶなげである。」(25)こ の根抵を築 くことがOralMethodの 目ざ

す ところである。・

また聞 くこと,話 すこと,読 むこと,書 くことのいずれに重点 をおくべ

きかという問題であるが,す でに説明したように,概 念と聴覚像 との結合

合体が,す べての能力の基本であり,英 語はもともと一つの全一体である

ので,四 つの能力は,相 依 り相助けて,発 達するものである。また,生 徒

の進路適性 も明確にわからない中学や高校普通科においては四つの能力を
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all-roundに 伸ばすことが望ましv・。

6.発 音 とは聴覚に訴ふる言語表号の音の単位たる単音並にその配

置等を扱 うものなり。又文法 とは言語表号の組立を扱ふものなり。

この両者はいずれも言語そのものの形体又は機能にして,之 等を

言語より引離して考ふることを得ず

〔解説〕 第6条 は発音および文法の外国語教授上の役割 を述べたもので

ある。

英語には一定数の素音(phoneme),が あ り,こ れが音号の単位である。

素音が連なって音節 とな り,単 語 とな り,句 や節や文 となる。すべて言語

は音 の連続である。 この際に同化(assimilation),ア クセン ト,文 強勢

(sentence-stress),強 形(strongform),弱 形(weakform),イ ン トネーシ

ョン(intonation),休 止(pause)な どが起 り,そ れぞれに一定の型がみ ら

れる。その型について簡単な知識を与えるとともに,集 中的に練習するこ

とが重要である。

なお正確な発音を教える手段 として,発 音符号を用いるが発音符号の性

格について正しい認識 を与えない と,発 音符号のための発音 とい う本末顛

倒に陥らないよう注意が必要である。

外国語教授に必要な文法は,学 習 している言語体系における言語慣習の

うち,運 用の指針 とな り,学 習能率 を高めるものでなければならない。言

語運用の単位は文である。文には各国語に特有の型がある。外国語教授に

当っては,個 々の構成要素 を扱 う語形論(accidence,morphology)よ り

も,個 々の要素が有機的に連っている文型に習熟せしむべきである。

母国語の場合には,周 囲の人々の言語を繰 り返し聞 くことによって,文

型や音声に自然に習熟する。しかし,文 を構成する個々の要素にっいては

必ずしも組織的な正確な知識 を持っていない。これに反 して外国語学習者

・は,言語体系についてはかなり正確な知識を持っているが,これを運用 して

正しい文に組立てる能力に乏しい。従 って外国語教授においては,文 型に
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つU・て正 しU・知識 を与 える とともに置換法(substitution),転 換 法(conver-

sion)等 に よって,そ の運用能力 を養 うこ とが最 も重要 である。

文型 にはそ の重要度か ら発表力に まで高 めるべ きもの と,さ ほど重要度

が高 くな く理解力 に とどめてよい もの とがある。

7・ 翻訳 とは一つ の言語体系 による表現 を他 の言語体系 による

表現 に転換 する ことな り。従 って翻訳 は双方 の言語体系 の知識 と

運用 とに或 る程度 まで通 じたる者 に して初 めて行ひ得 る技術 な り。

故 に外 国語学習 の場合 における翻訳 はその外国語 の習得状態 を検

査 す る為 の簡便 なる一手段 とな り得 る も,之 を学習す る為 の手段

又 は学 習 の方法 としては単 に補助 的な る用 をなす に過 ぎず。

〔解説〕 本 項は翻 訳の定義 と,外 国語学習 における翻 訳の位置 ・役割 を

述 べた ものである。

公瓊 十条 の公理七 の 〔註 〕 によると 「翻 訳 とは,最 も適 当に解釈 すれば,

同 一 の思想 を連続的 に二つ の異 なる国語で考 える技術 で ある。即 ち換 言す

れ ば,或 る国語 で表わ された思想感情 を別の国語で表はす技術 で ある。」(26)

°
」¥マ 博:ヒはDirectMethodを 定 義 して,"themethodinwhichthe

minimumuseismadeofthemothertongueforpurposesofidentifica-

tionandnouseofitatallforpurposesoffusion"「 照 合一致 のため

には最小限度 に母国語 を使用 し,結 合合体 のためには全然母国語 を使用 し

ない方法」 とい ってい る。 この意見 は来 目以前 か ら変 っていないのである

が,日 本 に欠 けていた 口頭練 習 を強調 したために,全 く翻訳 を排斥 したか

の如 く誤解 されてv・る。彼 は"Theexclusionoftranslationasaregular

meansofconveyingthemeaningofunitsisanuneconomicaland

unnaturalprinciple."(27)「 単 位 の意味 を伝 える適 当な方法 として翻 訳を駆

逐 す るこ とは不経済で不 自然 な原則で ある。」 といっている。 さらに"Let

usrecognizefranklythatthewithholdingofan`official'orauthentic

translationdoesnotpreventthestudentfromforming.faultyassocia-
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tions,butthat,onthe .contrary,suchwithholdingmayengender

them."(28)「 公 認 のまたは確かな翻 訳 を与えなければ,生 徒 が誤 った連想

を作 る ことを防 げるのではな くて,反 対 に,翻 訳 を与 えないか ら誤 った連

想 を作 らせ るか もしれ ない ことを率 直に認 めよ う。」とい ってい る。イスペ

ルセ ンは翻訳は言語 教授上有益で欠 くべか らざる方法 であ るとい って ,翻

訳 を使 う場合 として次 の四つをあげてい る。

1.生 徒 に意 味 を教 える手段 として

2.生 徒 の理解 を試 験す る方法 として

3・ 母国語か ら外 国語へ の翻訳は外 国語 で書 く練習 として

4・ 母国語か ら外 国語へ の翻訳 は,外 国語で表現 で きるか ど うか を試験

す る方 法 として,ま た文法上の規則 を理解 してい るか どうか を試験 す

る方法 と して。(2g)

以上 の説明でいわゆ る新 教授 法 において意味 を教 え る手段 としての翻 訳

の意義 は明瞭で ある。

°
」¥.一マ 博士は翻 訳は それ 自体 間接的でない ことについて ,次 の ように述

べてい る。"Translationisnotinitselfnecessarily・indirect・'(or・in .

concrete',asweshouldprefertoexpressit);itmayberelatively

indirectwhencomparedwithgoodexamplesofimmediate .association,

butitisundoubtedlymore`direct'oranobscurescontext."(30)「 翻 訳

はそれ 自体 において 『間接的』(む しろ 『非具体 的』とい うほ うが よいのだ

が)な ものではない。直接 連想 のす ぐれた例 と比較ず れば,、翻訳 は比較的

間接的 であろ うが,面 倒なば くぜん とした定義や あいまいな文脈 に比較す

れ ば,翻 訳のほ うがい っそ う 『直接 的』 であるこ とは疑 いない。」

翻訳 は以上 のよ うに意 味の伝達,評 価 の方法 として,必 要 で有益 な手段

、で ある。その他 に文法上 の問題の解 明に も役立 つ。例 えば,He-madeher

happy・ を 「彼 は彼女 を幸福 にした。」 と訳 して,主 語+述 語+目 的語+補

語 とい う英語 の語順 を教 え,目 本語 との相違 を意識 させ るのは,文 法上 の
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問題の解 明の例である。

悪いのは翻訳でなくて,翻 訳だけで外国語教授が完結したと考えること

である。外国語教授で大切なことは意味を理解 させたら,で きるだけ外国

語 を使用し,日 本語を意識の表に出ないようにすることである。

お わ り に

以上の外国語教授及び学習上の基本事項は次のように換言できるだろう。

1.従 来漠然 と使われてU・たLanguageと い う語 をLanguageascode

とLanguageasspeechと に分けて考え,Languageasspeechに 表現

活動だけでなく了解活動を認める。

2.言 語表号には音声表号と文字表号とがあり,音 声表号が主体で,文

字表号は原則 として音声表号の記録である。

3.言 語学習の心理的過程はIdentificationとFusionの 二つに分けら

れる。外国語教授の重点はIdentificationに ではなく,Fusionに おくべ

きである。

4.言 語材料及び言語慣習には運用上その重要度に差がある。外国語教

授 の手段 としては,初 期において重要度の高い言語材料及び言語慣習に習

熟せしむることが必要である。

5.耳 及び口によって音声表号を運用する能力を第一次的能力 といv・,

月及び手によって文字表号を運用する能力を第二次的能力とい う。第一次

的能力,第 二次的能力のいずれにおいても概念 と聴覚像の融合 しているこ

とが必要である。従 って読み書 きに入 る前に聞き話す ことによって概念 と

聴覚像を融合 しておかなければならない。

6.発 音及び言語表号の組立てにはそれぞれの国語に一定の型 がある。

外国語教授 の初期においてこの型に習熟せしめることが教授能率を高める。

7.外 国語教授の多 くの改良意見 において,翻 訳は一般 に排斥 されてい

るが,翻 訳に外国語教授上は補助的な用をなすに過ぎない。
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戦後 わが国 に口頭教授法(OralapProach)は じ め多 くの教授法が紹介

され たが,根 本精神 におい て も,音 声や文型 を重視 す る点におい ても,こ

れ まで述べた七つ の基本事項 と異 なるところがない。パーマ博 士 は,最 初

は極端 なOralMethodやDirectMethodを 提 唱 したが,次 第 にわが国

の実状 を考慮 し,そ の主張 を修正 した とい うのは誤解 であ るこ とはパー マ

博士 自身OralMethodに つv・て"TheOralMethodisnotaComplete

Methodinitself,but _isanecessaryfeatureorphaseoftheComplete

Method."(31)「 口頭教授法 はそれ 自身完全 な方法 ではなv・が,完 全な方 法

の うちの必要 な特色で あ り,一 つの面 である。」 とい ってい るこ とか ら明

か である。 また,パ ー マ博士 は来 目の年 にすで に複合的学習法(TheMu1-

tipleLineof .Approach(32))を 唱 えてv・る。複合 的学習法 とv・うのはあ る

目的へ到達す るた めに もっ とも適切な手 段を取 り入 れ るとい う折 衷 主 義

(electism(33))と も,"the(philosophyofthecompletelife"(円 満 な生

活 の哲学)と も呼ばれ る。 これでわか るよ うに,パ ーマ博 士は あらゆ る教

授法 の長所 を採用 し,最 良 の教授法の確 立に努力 を続 けたので ある。また

教授法 の技術 として も型式 的問答法(Conventionalconversation(34)),置

換 法(Substitution)な どの考案 は画期的 な ものであ る。

温故 知新 とか"Thereisnonewthingunderthe_sun."厂 日の下 には新

しきもの あらざるな り。」 とv・うこ とばがあるが,``Oralapproach"(35)と

U・うこ とば も"Contrast"(36)と い うことば もパ ーマ博 士は昭和の初頭 か ら

使 っていたのであ る。 この偉 大な る教授 法学者,音 声学者 の業績 を再検討

す ることは,博 士に よって種 を蒔 かれた 目本 の英語教育界 の肇展 に役立 つ

理 論や技術 を学ぶ ことになるので はなか ろ うか。
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